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本事業の目的本事業の目的

貴重な国内資源である鉄スクラップの利用用途の拡大すること、

及びこのことから派生する経済的・環境的効果をめざし、

◇ 鉄スクラップを原料とし、

◇ 自動車用の構造用高張力鋼板を試作し◇ 自動車用の構造用高張力鋼板を試作し、

◇ 車体に要求される各種特性を評価・検討する。

上記を実施。
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自動車の車体用鋼板 高張力化の流れ
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鉄スクラップを用いて製造する高強度鋼板の特性目標
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試作高強度鋼板の特性目標値試作高強度鋼板の特性目標値

高強度化への対応と延性をバランスさせる観点と、現行高炉材水準並の
特性を得ることを目標として

現行の代表的高炉材

特性を得ることを目標として、

現行の代表的高炉材

590MPa-DP鋼 TS：600MPa，EL：27%， TS×EL＝16200MPa・%
980MPa-DP鋼 TS：1000MPa，EL：16%，TS×EL＝16000MPa・%

◇ 引張り強さ（TS）：約1000MPa級◇ 引張り強さ（TS）：約1000MPa級
◇ 強度（TS）・伸び（EL）バランス TS×EL≧16000MPa・％

を特性目標値としたを特性目標値とした。
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高強度・高延性鋼の試作創製方針（1）高強度 高延性鋼の試作創製方針（1）

① 980MPa級の高強度と高延性の両立、②熱延プロセスで安定した製造性
を実現させるためを実現させるため、

加工熱処理による前γ粒の細粒化

微細γ粒からの下部ベイナイト組織を基地組織とし微細γ粒からの下部ベイナイト組織を基地組織とし、

下部ベイナイトの炭化物と微細MAによる高歪硬化率の実現（⇒高のび）

を組織創製方針と 製造プ と たを組織創製方針とし、その製造プロセスは以下とした。

γ域での粗・仕上げ圧延（加工熱処理） （前γ粒径：10µmレベルを狙い）

仕上げ圧延～コイル巻き取りまでは急冷し、γ組織のままとし、

コイル巻き取り後に、ベイナイト変態させる。

組成としては、CCT線図におけるγ領域の拡大とパーライト生成の抑止、コイル巻き取

り温度での安定したベイナイト変態領域が確保出来る成分を選択。
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高強度・高延性鋼の試作創製方針（2）高強度 高延性鋼の試作創製方針（2）

仕上げ圧延
⇒細粒化

コイル巻き取りコイル巻き取り
後に相変態
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シンプルで変動要因の少ない製造プロセス



試作鋼の成分決定について

Si-Cr-Mo系による微細炭化物の析出、再結晶γの安定（粗大化抑制）、

パーライト生成の抑制、溶接部靭性を考慮した組成設計とした。

鉄原料は、100％スクラップ。ヘビー屑と新断ち屑は、50：50の配合。
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実機コイルの製造条件実績

圧延スタンド間の圧延スタンド間の逐次再結晶逐次再結晶((前ページ前ページ))による前による前γγ粒径の微細化の後、粒径の微細化の後、
仕上～巻取～倉庫の徐冷を経る、仕上～巻取～倉庫の徐冷を経る、目的通りの温度推移目的通りの温度推移となった。となった。
これにより、微細ベイナイトとこれにより、微細ベイナイトとMAMA分散の目的組織を得ることが出来た。分散の目的組織を得ることが出来た。
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実機コイルの製造条件実績（コイル冷却実績）

変態潜熱のため、コイルが冷えにくく、変態温度域に長時間保持されたと
推定される。（創製方針からの予測結果通り）
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実機試作鋼は、目的組織が得られたのか？

ほぼ想定通りの組織創製が出来た。

前γ粒径：約10µm
最適な圧下率と、スタンド間冷却・FDT・CTの温度
制御による組織 創製制御による組織の創製。
◇ 細粒な前γ粒径 約10μm
◇ 微細炭化物析出したベイナイト+微細MA組織

ベイナイト+微細MA組織
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実機コイルの強度-伸び特性

現行高炉材と比較しても、十分良好な強度-伸びバランスが得られ、目標の
TS×EL積を満足することが確認された。 （コイル先端と尾端のオフゲージ部を除く部分）
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製造条件変動と特性ばらつきについて

コイル全長にわたりコイル全長にわたり、
安定して高いTS×EL
バランスが得られた。

採取位置 Head 1 2 3 4 5 Tail

14 Copyright (c) TOKYO STEEL CO.,LTD.

採取位置 Head 1 2 3 4 5 Tail
TS 1207 1142 1094 1089 1056 1079 1207
EL 14.7 18.5 19.4 19.4 20.0 18.8 11.5

TS×EL 17743 21127 21224 21127 21120 20285 13881



車体用鋼板としての各種要求特性評価結果

利用上の基本特性については、一通り満たすことが出来る。
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資源性と自動車産業への循環について

市中スクラップに加え、自動車産業から発生する鉄スクラップを使って、その含有する
合金を有効活用することにより、安価で高機能な鋼板供給の循環が期待できる。

ELVを含めた老廃スクラップと生産屑の使いこなしにより鉄原料の安定供給が期待される。
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今後の課題と進め方

今回の調査事業で、鉄原料：100％スクラップから、現行高炉材水準以上の高
強度-高延性鋼板を製造可能なことがわかった。 今後、自動車への適用を進め
るにあたっては、以下の課題に取り組むことが重要と考えられる。

1） 車体鋼板の高張力化に伴う薄板化への対応。

2） スクラップ品種を効率的に配合活用することによる含有合金の

効率的活用。（コスト競争力向上）効率的活用。（ 競争力向 ）

3） 上記を通じて、供給鋼種の拡大。

足元にある資源の徹底利用と高付加価値製品へのコンバージョン
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足 あ 資源 徹底利用 高付 価値製品


